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山田町名誉町民

鈴
木
善
幸
元

首
相
を
し
の
ぶ

弔
問
記
帳
所
に
町
民
ら
953
人

山
田
町
名
誉
町
民
で
あ
る
鈴
木
善
幸
元
首
相
が
七

月
十
九
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
国
立
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
九
十
三
歳
の
長
寿
で
し

た
。
鈴
木
氏
は
昭
和
五
十
五
年
七
月
、
本
県
出
身
五

人
目
の
第
七
十
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。「
和
の

政
治
」
を
掲
げ
、
外
交
で
は
「
国
際
協
調
」
を
目
標

に
激
動
期
の
か
じ
取
り
を
担
い
ま
し
た
。「
善
幸
さ

ん
」
と
し
て
国
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
た
鈴
木
元

首
相
。
生
涯
に
わ
た
り
漁
業
振
興
に
情
熱
を
注
ぎ
、

国
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。鈴

木
善
幸
氏
は
、
本
町
の
大
き
な

網
元
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和

十
年
、
農
商
務
省
水
産
講
習
所
（
現

東
京
海
洋
大
）
を
卒
業
。
二
十
二
年

四
月
の
第
二
十
三
回
総
選
挙
で
旧
社

会
党
か
ら
出
馬
し
初
当
選
、
二
十
四

年
一
月
の
衆
院
選
は
民
主
自
由
党
か

ら
出
馬
し
当
選
し
ま
し
た
。

自
民
党
結
成
後
は
、
昭
和
三
十
五

年
七
月
の
池
田
内
閣
に
郵
政
大
臣
と

し
て
初
入
閣
。
三
十
九
年
七
月
か
ら

第
三
次
池
田
内
閣
で
官
房
長
官
を
務

め
ま
し
た
。
四
十
年
六
月
に
は
佐
藤

内
閣
で
厚
生
大
臣
、
四
十
三
年
十
一

月
、
初
の
総
務
会
長
に
就
任
。
以
後
、

佐
藤
、
田
中
、
大
平
各
政
権
を
通
じ

通
算
十
期
を
務
め
、
抜
群
の
調
整
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
、
福
田
内

閣
で
農
林
大
臣
。
五
十
五
年
七
月
、

大
平
正
芳
首
相
の
急
死
を
受
け
て
第

十
代
総
裁
に
選
ば
れ
、
第
七
十
代
首

相
に
就
任
し
ま
し
た
。「
和
の
政
治
」

「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
な
ど
を
掲

げ
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
設
置
、
国

鉄
な
ど
三
公
社
の
分
割
・
民
営
化
へ

の
路
線
を
敷
い
た
ほ
か
、
参
院
に
比

例
代
表
選
挙
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
七

日
、
鈴
木
内
閣
総
辞
職
。
首
相
在
任

は
二
年
四
カ
月
で
し
た
。
平
成
二
年

一
月
に
政
界
を
引
退
、
衆
議
院
議
員

在
籍
は
四
十
三
年
に
及
び
ま
し
た
。

こ
の
間
、
水
産
業
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
果
た
し
、
戦
後
の
あ
ら
ゆ

る
水
産
政
策
・
制
度
の
創
設
に
か
か

わ
り
、
水
産
の
道
筋
を
つ
く
り
ま
し

た
。
政
界
引
退
後
も
県
漁
港
協
会
会

長
と
し
て
平
成
十
一
年
ま
で
毎
年
夏
、

漁
港
検
診
で
来
県
し
、
沿
岸
各
地
の

鈴木俊一代議士環境大臣就任に伴う表敬訪問で、沼崎喜一町長
一行に応対する鈴木元首相＝平成14年10月・鈴木善幸事務所

役場玄関ホールに設置された弔問記帳所には、
２日間で町民ら953人が記帳に訪れました

【３】

漁
港
の
整
備
状
況
を
視
察
。
漁
民
と

の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

首
相
就
任
後
か
ら
人
柄
の
良
さ
と

温
和
な
風ふ

う

貌ぼ
う

ゆ
え
、
国
民
か
ら
「
善

幸
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば

れ
た
鈴
木
元
首
相
。
首
相
就
任
か
ら

二
年
後
の
昭
和
五
十
七
年
九
月
、
郷

土
入
り
を
果
た
し
、
式
典
会
場
と

な
っ
た
役
場
前
（
旧
山
田
小
学
校
敷

地
）
に
は
町
民
八
千
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
時
、
首
相
に
対
し
町
か

ら
名
誉
町
民
第
一
号
の
称
号
が
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。

た
ほ
か
、
沼
崎
喜
一
町
長
は
、
弔
問

の
た
め
急
き
ょ
上
京
し
ま
し
た
。
二

十
一
日
と
二
十
二
日
に
は
、
役
場
玄

関
ホ
ー
ル
に
弔
問
記
帳
所
を
設
置
。

二
日
間
で
町
民
ら
九
百
五
十
三
人
が

記
帳
に
訪
れ
、
遺
影
に
手
を
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

明治44年１月　本町の鈴木善五郎・ヒサご夫妻の
長男として生まれる。

昭和22年４月　社会党から衆議院初当選
24年 1 月　民自党（後に自由党）から出馬し再選
27年11月　自治政務次官
33年 6 月　地方行政委員会委員長
35年 7 月　第1次池田内閣で郵政大臣
39年 7 月　第3次池田改造内閣で内閣官房長官
40年 6 月　第1次佐藤改造内閣（1）で厚生大臣
41年 8 月　第1次佐藤改造内閣（2）で厚生大臣
51年12月　福田内閣で農林大臣
52年 2 月　日ソ漁業交渉で訪ソ
55年 6 月　宏池会会長

7 月　鈴木内閣発足
56年 1 月 「北方領土の日」（2月7日）閣議決定

3 月　第2次臨時行政調査会発足
57年 9 月　鈴木総理郷土入り。山田町名誉町民の

称号が授与される。
57年10月　自民党総裁選不出馬を表明

11月　鈴木内閣総辞職
61年 7 月　衆参同日選で連続16回の当選果たす。
61年 9 月　宏池会会長を退任
平成 2 年 1 月　政界を引退

役
場
に
弔
問
記
帳
所
を

設
置
し
鈴
木
氏
を
悼
む

町
で
は
七
月
二
十
日
、
役
場
庁
舎

前
に
哀
悼
の
意
を
示
す
半
旗
を
掲
げ

鈴
木
善
幸
氏
に
大
勲
位

鈴
木
善
幸
元
首
相
（
九
三

）
に
正
二

位
の
位
階
と
大
勲
位
菊
花
大
綬
章
の

勲
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
死
去
し
た

首
相
経
験
者
に
大
勲
位
菊
花
大
綬
章

が
贈
ら
れ
た
の
は
、
小
渕
恵
三
、
竹

下
登
両
氏
ら
に
続
い
て
戦
後
九
人

目
。
吉
田
茂
、
佐
藤
栄
作
、
中
曽
根

康
弘
各
氏
は
生
存
者
叙
勲
と
し
て
受

章
し
て
い
ま
す
。

首相就任後、初の郷土入りでは、鈴木善幸先生を一目見ようと役場前
（旧山田小学校敷地）に町民8,000人が集まりました＝昭和57年９月

漁
港
検
診
で
漁
港
の
整
備
状
況
を
確
認
す
る
鈴

木
善
幸
元
首
相
＝
平
成
10

年
８
月
・
船
越
漁
港


